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全国がんセンター協議会が公表している各病院のがん生存率の報道に関して、新聞記事に

よりその報道の内容は大きく異なっていた。一般人対象のインターネット質問調査にて、9

つの新聞記事、協議会の解説ページのどれか一つをランダムに割り付け、生存率の理解度

をテストし、同時に病院選択に何を重視するかを質問した。生存率が理解できていた人の

割合は 1％～22％まで記事間で差を認めたが、病院選択に最も重視する項目は記事間で差は

なかった。 

治療成績の公表はしばしばメディアから求められているが、それを一般人が報道により正

しく理解することは難しく、病院選択にも影響は与えない可能性が示唆された。 
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